
【特色ある学校づくり・環境教育】

～校内研修を通して～

守谷市立愛宕中学校

１ 研究主題

生徒一人一人の学力向上を目指す指導方法の工夫

～学び合う学習集団を育てるための取組を通して～

２ 主題設定の理由

本校は，昨年度より「学び合う学習集団」の育成を目指し，研修に取り組んでいる。生徒同士

が自分の思いや考えを述べ合い学び合うことで，考えが広がったり深まったりする。そのような

授業が，生徒個々の思考力・判断力・表現力の向上につながっていくであろうと考えたからであ

る。１年間を通し，講師招聘による校内研修や，授業公開を行ったことで，各教科において「学

び合い」を意識した授業実践ができたことや生徒同士の意見交流や教え合いが活発化したなどの

成果が見られた。平成２６年度の全国学力・学習状況調査の結果においてもその成果が表れてい

る。

［国語 A：主として知識］

設問番号 出 題 趣 旨 全国 本校

６－二 話合いの方向を捉えて司会の役割を果たす 76.0％ 84.4％

［国語 B：主として活用］

１－二 文章に表れているものの見方について，自分の考えをもつ 58.9％ 70.8％

１－三 文章の構成や表現の仕方などについて，根拠を明確にして自分の考 48.2％ 58.3％

えを書く

全国と本校の正答率を比較すると，国語 A「６－二」・国語 B「１－二」「１－三」は，全国平均

を大きく上回っている。「６－二」は，司会者としてどのように話合いを進めていけばよいかを選

択する問題である。これは昨年度より研究主題に沿い，学び合う場を多く設定しているため，生

徒がグループの中でどのように進行すれば有意義な話合いがもてるかを自らの学習活動で体験し

ていることが本結果に結びついていると推測できる。また，国語 B「１－二」「１－三」は，「自

分の考えをもつ」「自分の考えを書く」ものである。これは生徒が，学び合うために必要な自分の

考えをもつことやそれに明確な根拠を示すことが，日々の授業で身に付いてきている結果であると

考える。

このように授業の中で学び合う場を教師が意図的に設定することで，生徒は自らの課題を明確

に捉えたり，活用の仕方や条件を共通理解したりすることができる。それが学び合う集団をより

質の高いものにしていき，研究主題の具現化につながるだろう。そこで我々教師がどのように課

題設定や発問の工夫をすれば，学び合う集団を育てることができるのかを研究し，本校生徒の思

考力・判断力・表現力の向上，ひいては一人一人の更なる学力向上を目指していきたいと考え，

本年度も本主題を継続することとした。また，昨年度の課題であった「学び合い愛宕スタイル」

の作成にも取り組みたいと考えた。

３ 主な研究の経過

月 日 研 修 内 容

５ ２６ 本年度の研究主題の確認・研修計画の検討

６ ２ 本年度の研究主題について（本校の生徒の実態の確認と課題の共通理解）

１７ 外部講師招聘による校内研修①

中郷純子（数学）２年１組「一次関数」（授業参観 グループ協議 全体会）

７ ７ 先進校視察（下根中）「英語」授業参観 川上，髙橋，廣枝

８ １ 道徳研修（講師招聘）斉藤真弓先生

４ 各教科における「学び合い」愛宕スタイル作成

１７ 「茨城 学びの会」夏のセミナーに参加

特別支援教育について＜伝達研修＞

２９ １学期・夏休み期間中の研修報告 指導案作成について

１０ ３ 計画訪問

７ 外部講師招聘による校内研修②

川上優紀（英語）１年３組「Unit ６ベッキーのおばあちゃん」

（授業参観 グループ協議 全体会）

１２ ５ 先進校視察（下根中）「数学」授業参観 教頭，本多，青野

２４ 先進校視察報告会

１ ７ 教育課程検討委員会での課題設定・役割分担等

２ ２ 本年度校内研修の成果と課題 来年度の研修の方向性の検討

３ ２ 教育課程検討委員会からの提案（次年度の内容計画等）



４ 実践事例

【第２学年授業研究『一次関数』】

(1)本時の目標（第９時／１８時間扱い）

変化の割合の意味と求め方を知り，グラフの傾きと一致することを理解することができる。

(2)本時の展開

５ 成果と課題

(1)成果

○ 「学び合う学習集団」の育成を目指した研修も２年目となり，講師招聘による校内研修や

先進校への授業参観などを行ったことで，各教科において「学び合い」を意識した指導計画

や授業展開を立て，実践することができた。それにより生徒同士が積極的に学び合う姿が多

く見られるようになった。

○ 本年度の課題であった「学び合い愛宕スタイル」を５教科で作成することができた。現在，

それぞれの教科で実践を重ねているところである。

(2)課題

○ 「愛宕スタイル」の完成を目指して，学び合いの研修を継続する。研究主題に関しては，基

本的な方向性を維持しつつ，研究の焦点化が図れるように，より具体的なものにしていく。

○ この２年間の研究を基盤に，来年度は「学び合い」の授業における効果的な課題設定や「学

び合い愛宕スタイル」の加筆・修正などの具体的な研修を行っていきたい。


